
 

「志布志小学校の文化財探訪の取組」 

１．学校名 志布志市立志布志小学校 

２．学年・人数 ５年生 44人 

３．日時・場所 

⑴ 学習会等の日時・場所  

  令和６年４月～７月  学習会：総合的学習の時間 

令和６年７月３日（水）まちづくり出前講座（志布志麓等） 

令和６年12月５日（木）日本遺産出前授業（志布志麓，福山氏庭園等） 

⑵ 発表の日時・場所 

  令和６年７月16日（火）５年生各教室 

４．活用に取り

組んでいる史跡

の名称・時代・特

徴について 

⑴ 名称・時代 

 ・志布志麓，若宮神社，宝満寺跡，志布志城跡，福山氏庭園 

⑵ 特徴等 

 ・日本遺産「志布志麓」の構成文化財、あるいは志布志麓に存在する 

文化財である。 

 ・全て，本校に隣接あるいは周辺にある文化財である。 

 

 

５．活用の取組

において地域と

の連携や工夫し

た点等 

市教育委員会生涯学習課やかごしま探検の会の東川隆太郎さん等から多大

なるご支援をいただき，子どもたちが主体的に郷土を学び，自分たちの住む

地域を誇りに思う態度の育成につながっている。 

 

６．取組の様子 

（研究発表等） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【児童】 

・志布志には，いろいろな建物があって，その建物もいろいろな歴史があっ

たり，いろいろな理由があったりすることが知れた。 

・宝満寺は，みんなが幸せに暮らせますようにという願いで作られたことを

初めて知った。もっと宝満寺について知りたいと思った。 

 

 

現地での説明 かごしま探検の会の 

東川隆太郎さんの講話 

〔史跡の活用事例〕 


